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このたびは、コ□ナ石ミ由ストーブをお買いあげ 
いただき、まことにありがとラごぎいました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになつた穫もお使いになるちびい 
つでち見られる巧に「保証書」となに大祝(こ保 
管しでください。 
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特にま意していただまたいこと度をのために必ずお守りくださし、) 

をよく理辭しでから本玄:をお読みください。 - 絵表示の例 ."" 


A 危険 


_この表示を無視しで、誤った取り扱い 
17^をすると、人び死亡、雲傷を負ラを暖 
j 5 P または义災の危険が差しをっでちじる 
_ことび想定される内容を示しでいます。 

■ ■ この表示を無視しで、誤った取り损い 
をすると、人び死亡、重傷を負ラ可能 
■— 3性または义災の可能性び想定される内 


A 注意 


客を巧しでいます。_ 

この表示を巧視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び傷雲を負ラ可能性や物 
の損害の発ちび想定される内容を示し 
でいます。 


絵表示の例 

A 么記号はを意を促す内容があることを苦げるちのでず。 
/|\図の中に具体的なを意巧容 （ を図の場合は一般的なを 
意）び描かれでいまず。 

ィち\の記号は禁止の行為であることを告げるちのでず。 
CMD 國の中やお傍に具体的な禁止内容（を図の場含はガソ 
、^リン禁止）び描かれでいまず。 

〇記号は行為を指示する内密を吉げるちのでず。_ 
図の中に具体的な指示の容（ち図の場合は一般のな巧 
為の指示）がおかれでいます。 


么危険 ( DANGER ) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでくださ U 
乂がの原因になります。 


(§) 


么警告 ( WARNING ) 


給排気筒(管-ホース)外れ危険 


給が気筒（管.ホース）びがれ C 

たまま使巧しないでください。 

斜れでいると運乾中に排ガスび 
きのに漏れて、危険です。 

給排気筒トップ閱そく危険 

給が気簡卜 、シブの 周りげ雪で ぶ、 さ 
がれたまま使巧しないでください。 

ふさびれでいるときは、陈豐しで 
ください。 

また、板などによる「雪固い」は 
給排気の妨げになるのでおやめ< 
ださい。間そくしでいると運輯中 J 
に排ガスび室内に漏れで、危険です。_ 

定期点検の実施 

定期的にをに 1 ◎程度)に点横■舊 
イ盾を受けでください。 が 

点検を受けすに長期間使巧し続け V 
ると、お t 障や事故の原因になり危 
跨です < i = 

点横-整備はお買い求めの販売店 
や資格着のいる店に依頼しでください。 


〇 


端 " 

ピ奇^^を^な固効 


温風吹出口をふさびないグ^ 

巧類、紙などで温風の出□や空気 VI 1 V V 
お入□をふさびないでください。 \ Lr -^ 、―^ 

巧類、紙などでふさぐと、火おの .1 

原因になります。_ 

給排気筒トップにはを網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけのため ^ に 

のを網などは付けないでください。 ん成 IN 

給排気の脚ブじなり、巽常臘晚を =^1 V - 

起こし排ガスび室のに漏れる巧能 /// ん。鬧 

性があり危険です。_ が邮档 把 

スプレー宙厳禁 が谷てこ)/^ 

スプレ-击や力 tz ッにんろ用ぁ な[泣 I い 
ボンベなどを温風のあたるとこ^觀》丄4巧//、 
ろに放置しないでください。も与 
熱でちの圧力か’上びり、爆発して盾険です。 

ご自身での据付け • 移設工事の厳禁 


〇 



〇 


鄭 ‘ 


0 


爾 


お客様ご白身による工事は危険 
です。 

据付け工事は販売店や専門業着 
にご依頼ください。（ストーブ 
を移設させる場含ち同じです。） 


-! 驗が 




A 注意に AUTION ) 

—— — — ，-、 ■ — — 1。. 


力ーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいものを 
巧つ•けないでください。 ^ 

义おび発をするおそれびあり p 7 
ます。巧燃物との離隔距離に ^ 


M0 




電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如是 
たり、物をのせたりしないで 
ください。また、電源プラグ 
をおくとさは、コードを持つ 



0 


^ - 一 1が、、けンぃ ^/ノ护|江鬥'ザ4こド正 *»— J , へ、•一’ — —-- - , 

ついでは、標華据付図（屆=14ぺージ)を参照しでください。で引き振かないでください。乂巧や感電の原因になります 





么ミ主意 (CAUTION) 


?由漏れ確認 A M 

給ミ由□は確実に締めでください。 ■ 

給油□を下にしで、油漏れびないこ趴1 
とを確かめでください。 P ，0一一一 

給ミ由□び確実に締まっていないと簡 L - ろが I を症話! 

単に開いで、火ぶの原因になりまず。 

廃棄ずるとをのミ主意 4 

ストーブを廃案するときは、固定タンク巧の灯ミ由 I 
を巧き取っでください。 （ 9ぺージ） > 

灯油か’入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思 
ね妃事故になるおそれびありまず。 

改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ストー(、 

ブ本体や給が気筒には床暖房巧の熱交換器など V . 

を取り付けないでください。 

火がや排方スか’室内に漏れる原因となり危険です。 

高温部（やけど）にを意 / 

燃焼中や消乂直後は、高温部(グリルの周迈など )、 A 
排気筒(煙突、が気筒トツス給が気茵トツ：/)に 4 L = 
寺などふれないでください。やけどのおそれびあります。 


〇 


〇 

0 

显 


給油日ま消乂 

給;'曲は、必す消义しでか % 

らおこなつでください。 ィ 

こぼれたなミ削まよくふき ^ \ 

取つでください。 , 

乂がのおそれ力*あります。 " — t 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給が巧简トップのおくに、巧油 
やす燃物など引义のおそれのあ 
るちのを置かないでください。 

乂災のおそれがあります。 


'窝巧は、 
.消义をし 




〇 
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据付け上のま意 

♦お客様ご白身による工事は危険です。 ■■ 

据巧けて事がミ設工事は、财を買りホめの 
販売店に依頼しでください。 

参ストーブおよび給排気筒の据付けについでは义おす防 
条例、百ミを燃焼機器の設置薑華による規制か’あ0ますの 
で、これにがっで据付けでください。 

•ストーブの固定は、本体固定を具などで、確実に固定し 
でください。__ 

腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ ( \) 
ないでください。やけどしたり、ストーブび変 x-X 
おすることびあります。また、水力《内部に入る 
と、感電、火が、故障の原因になりまず。_ 

異常時使用禁止 ^み 

方一異常を感じたときは、使巧し l\j 
ないでください。 夕游、、ツ 

異常燃焼のおそれがあります。 (~-A 

すみやかじ運乾キーを「停止」じし ^ジ^ 

でください。_1 I 

居室內給油禁止 / T-V 

給油は、必す义の気のないところでおこなって 1 x 1 

<ださい。义がのおそれびあります。 


温風に直接長時間あたらない 《み 

低温^けど告脱;?}<翻ボになる 

おそれがありまず。 、0^7 

参特にお寺様やお年寄り、体の不自由なちが使われるときは、 

固固の人か‘十巧を意しでください。 

♦巧類などを乾燥した場を、素巧によっては运あせすることが 
あ0ます。 




局温部接触禁止 ^^ぶ^が A 

燃烧中や消义直媛は、遍風吹 り方け气彭 ( 
出□、給排気簡トップにをな ^ JX > 

どふれないでください。 • ■: —- 

やけどのおそれがあります。— 

参かさいおろ様のいるご家庭では、特にを意しでください。 


(§) 


電源プラグは確実に差しこむ,^ 

電源プラグは〕ンたントに根元まで 墨墨 

確実に差しこんでくださ (A r おみ f 

(また、傷んだプラグやゆるんだ〕ン 
じン S は使巧しないでください。）グニ^ 

义ぶの原因じなります。めれた手 ' 

での抜さ善しはしないでください。感電の原因【こなります。 


長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないときは、電源ブラグを抜いで 4^ 
ください。 

义がやを想しない事故の原因になります。 Vi ^ 


電源プラグのお手入れをずる 

とぎどきは耍源ブラグを抜き、ほこり(および KS 

を属物)を除ましでください。（ほこりびたまる 
と湿気などで絶縁不良になり）乂ぶの原因になります。 


お願い （ NcmcE ) SS 


分解修理の禁止 巧^ 

故障 • 破損したら、使巧し ^ ^( x ) 

ないでください。 CCV 3^ 

不完全な修理は、危険です 。 Q 
お實い求めの販売店に修理を依頼しでください。 

灯油の保管 ^ 

なミ由は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射日光 ■■ 
をさけた職に綿にください。 >， 

ガソリンなどといつしよに保管しないでください。 

誤つで使巧すると異常燃焼や火災のおそれか•あります。 

指や異物を入れない 

温風の出□や空気取入□などに指や異物を入れ I 
ないでください。けびや火がの原因になります。 

変質な油禁止 ~^ 

変質なミ由（持ち越したなミ由)、不純な巧（な;由おが I X ， 
の;'由•水•ごみび混入したな油など）を使巧しない 
でください。異常燃焼や故障のおそれか’あります。_ 

電源の接続 

•電源は適正配線された単ホ目 100 V のコン iz ント IX ] 
於夕1•は使巧しないでください。 

発熱 • 凳乂の原因じなります。 

•電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使巧- 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

凳熱-発义の原因になります。 


〇 
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0 
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巧;'由の廃棄処分は、なミ由をお買いホめになった販売店にごす目談ください_ 





使用する場所 


を全に使用ずるために 


>マントルピースなど 
には据巧けないでく 
ださい。 


B 


0 


♦標高び1日 OOm を超える高地では使巧しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼じ必要な空気び不足します。) 
高地で使巧する揚合は 

調整び必要でず。 ノ J に 

(詳しくは、工事説明書 0：! vj 

( 高地で使巧の場_宣）を |£±1 

ご養ください。） ^ —— よ 


0 


>温室、飼育室、乾燥 
室などでは絶巧に使 
巧しないで < ださい。 

<!%^0 

、&闽 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

♦外気に接ずる窓の下や 
壁面に置くと、ち気び 
ストーブで暖められ、 
温風としでが流します 
ので効果的です。 



温風の循環を巧ばない M 

参温風吹お□の前面に障害物を置かな 11 I ' l } Jv 

いでください。 

:■障害物があると、部屋の温度にむらが I 1資%^^ 

でさるばかりでなく、本巧の温度び上：一-^1/ 

:昇しで危険でず。 — ■ / 

•温風吹出□側の空間を広くとれる揚巧を選んでください‘ 


顏各部のなまえ 


夕欄図 


〈正面〉 


[口與二心如. 


〈背面〉 


タンク宜ふた 


前パネル 


湿面吹出 □ 


のぞき窓 


巧な:固まを異 


ルームサーモ~;:: 
たンサー 

が気管巧け挨巧苗 
リード線 


電源コード 


スポイト 



構造図 


お’逆タンク 


〇〇〇 〇〇 〇 □国 


過熱防止装置- 

(安をサーモスタット） 


のぞぎ窓 


巧霞き動お义装置 


•ブリント配線板 


牙イルフィルター 
(巧部） 

— 電磁ポンプ 
-固定タンク 


背面カバー 


巧流巧を風機 


排気管取が □ 
— おが気商 


お気着取な □ 


給気ホース 



おミあタンク 













チヤイルドロックキー 
チヤイルド □ックランプ 
([^ 8ぺージ） 


表/示切換キー 
時計舍せランプ 
タイマー舍せランプ 
(獻 7. 8ページ） 


温度調節キー 
傾6 ページ) 
時計調節キー 
(厮7ページ） 


おやすみタイマーキー 
おやすみタイマーランプ 
([^ 7 .8 ぺージ） 


回使用前の準備 


燃料は必ずな油 ( J 旧1 导 灯油)を 使 巧しで < ださい。 

♦ IA 危険 I ガソリンなどの揮発性の高い油は組巧に d 
使巧しないでください。义がの原因になります。 \ 

參 。公注意1 変質巧油、不純な油などは絶巧に使巧し ( 
ないでください。 V 

参 [A 注意1 灯油は必ず火気-雨化•ごみ.高温およ i 
び直射曰がをさけた場所に保管してください。 ■ 

ガソリンなどと一糖に巧管しないでください。 

誤つで使巧すると真常燃烧や义災のおそれか‘あります。 



な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃科をつけ、息をふぎかけます。 
(义の気のない巧でおこなつでください。） 


0 

〇 


八 破 


変質な油•不純！打油とは 


巧巧はめれたまま 方ソリンはすぐ乾く 


■変質巧油や不純灯油を使用ずると、 
機器の故睛の原因になりまず。 

♦ミ由の程度にちよりますが、燃焼不良をおこし 
た0、ストーブの損傷を單め、故障の原因に 
なります。 

参がやごみか’送油経路巧に流れこみ、燃焼不良 
や着义不良の原因になります。 


画変費なミ由やす夺屯なミ由を使巧したときは… 

♦給巧-固定タンク巧のな'庙を抜ぎ、給油夕 
ンクはぎれいなな;'由で2〜3回おってから 
使用しでください。 

(悪い油か’残っでいると再萬しまず。） 

♦悪いミ由を抜夏とってを効果のないとぎは、 
お買い求めの販売ちまたは、おおくのコ□ナ 
お客様ご相談窓□にご連絡ください。 


♦変質巧油、不純な油か’原因で修理を巧頼されたとぎは、保証期間中でち保証の巧象巧となります。 
参変質のミ由の処理でお困りの場含は、ななをお買いなめの販売店にご相談ください。 







































給油 J 參完運転：拿； か•巧 

〈草い点滅〉〈早い点滅〉（ピごピソ_[^_) 


■送油経路の点検 ■ストーブ周囲の確認 

♦ HA 注意1 給油タンクおよび機器などか ♦ r 苗ミち意1 カーテンや燃え 
ら油漏れか’ないことを確認の上、ご使用 やすいちのおブけないでく 

ください。 ださい。火災が発をするお 

それびあります。 


参;'由漏れのあるときは、使用を中止しお質 
い求めの販売店にご相談ください。 


■給排気筒接続部の5崔認 

♦ rs 警告1 給排気筒(管-ホー 
ス）ががれたまま使用しないで 
ください。がれでいると運転中 
にがガスび室畑こ漏れで、危睽 
です。 


1.ご使巧か、給油タンク巧の 
な巧が空になると、給油ラ 
ンプび点なし、ブザーでお 
知らせします。 


紛由參 （( ( ，夕 

(点口）（ピく三基- 


2.そのまま使巧し、固定タンク巧の I な巧 
びかなくなると給油ランプび這い点お 
にをわ0、ブザーで給巧の乐告をしま 
すので、早めに給油しでください。 


お巧 


〈遅い点滅〉 


〈ブザー〉 
(ピーピーピ ー) 


ミま^給油は必ず消乂してから义の気のないところでおこなつでください。乂災のおそれがあります。 


1.給油タンクを取り出し、給油□を開いでください。 

♦才ープンつまみを強く弓1いで、 霞あける 

給ミ由□を開いでください。.才 —ブン く 

• 議中は贈に獅タンク つ f み 

• 織タンクは、ぶつけたり 

' 落としたりしなし、よう、で ^4げ^:^ 

:し、ねいに取りあつでくださし、。①強く引く1\、 \ 


3.給油□をしめてください。 *1 

■ I 曲を¥1 給油□は、確実に r パチン J と音がする— 
まで図の位置を強く押しで確実に□ックし、巧端 
を指で持ち上ばで開かないことを確力^めでください。 

給油□を下にしで、'进漏れびないことを砲かめでから、ストー 
ブに正しく静かに入れでください。固定タンクや給ミ由タンクに 
強い衝撃をあたそると、ミ由漏れや故障 ぉ:ち□(断面） 

の原因になります。 ’ ' F 1 

♦ [么ミち意 I 給油□び確実にしまつでつ~~ n ： n ~~广 
いないと灯油びこぼれで、义災の 1 ミ ii 

原因になります。 *j 畳 

•給巧□の巧部などに、ごみなどがはさ LJ ^ lr - 

まっている場含は巧り除いでください。 zr=T \ ^ 


2.給油しで < ださい。 

♦巿販の給油ポンプなどを使巧しで、 

ミ由量計を見なびら給ミをしでください。 

参ミ由量計の半分くらいまで色び変わつ 
たら、給ミ由をやめでください。 

'•な迎力、‘‘巧量計のところまで入つでくると、 
黒色に変わつでぎます。 給油 □ ■ 

•給組□に力を加をで変ゎぞ nn ? ろ 
' おさせますと、ミ由漏れ 
の If ' 因になりますので、 

勁巧せなぃでくださぃ。 

♦給油ポンプのホ-スび、 
巧けなし、ようを意しで〈ださし .. 



①巧ミに□ツク今 ②□ツクの確認 

「パチン J と音びす f 持ち上げる 

潔す。::: ずで龜 

パ^占^/給ミを口をしめたあと、 
ベ巧端慰旨で持ち上げ、 

臟し競確 



給飞 

普 X 


こぼれた I 灯'巧はよくふき取つでください。 

おなタンクび正しくむットちれでいないと、不着义や遗中 
消乂の原西になります。 


ん給油タンクは給油□を下側にしてタンク室に静かに入れ、かの固定 
タンクに正しくたットしでください。 

•空気の;ちえたところで給油し、給巧置び少ない（半分場さは、給油□を開い 
たまま、しばらく室温になじませでからたットしでください。 

(すぐに忆ットすると、温度変化によりおミ由タンク巧の空気が眼張するためロミをが真ち 
流巧し、固定タンクよりあふれることげあります。）_ 

I f ♦のめで給油されるときは、給油タンクをたットしでから、送油經路に财油が満た 
されるまで4〜5分位かかります。しばらく待つでから点乂操作しでください 。 J 



括巧タンク 


オイル 
フィルター 

固をタンク 


巧プお 
、ンで 
とラ- 
す巧ザ 
ま給ブ 
け、と 
続し滅 
し义点 
用消い 
使が早。 
で白のす 
3りブま 
ななンし 
しとラせ 
巧れおら 
お巧巧巧 














使用方法 


初めでご使制こなるときは、給ミ由タンクをじットしでから4〜5か位待って、点义操作をしてください: 


.運乾キーを巧しでください。 

曜輯ランプの点;嘯と同時に、 
時計表示(ホたットの場合は 
I - - 1：1 - -1 ) から温度表示 
に切り蜜ねり、気化筒のず 
熱を開始します。 



2•ザ熱び完了すると白動点义し 
ます。 

♦点火と同時に運転 
>ランプは点なに変 
ねりまず。 

入/切 


3•着义1巧をからは、ルー 
ムサーモ它ンサーによ0 
k 温度調節のたット温度に 
>瞄じで呂動的に义力びな! 
0 変わ 0 ます。 


•着乂時、放電音と同時に着火音を発しますび異常ではありません。 i 

参百ミ由ガス化燃烧のため点乂操作を放電開始まで約3分(気化筒の予熱時間)かかり、そのを約1分で巧流巧送風機が回 i 
り、温風び出始めます。なお、予熱時間は室湿により参か変化します。 i 

参初使巧時はストーブの防鐘油や窒料などか•焼けるため、煙やにおいび出ることびあります。 

窓をあけで部屋の換気をしでください。 

♦送ミ由経路巧の空気だまりなどにより、1回で着火しないことがあります。 i 

このストーブは、ミス着乂時に再度自動のに点义動たをおこないますび、それでち着义しない場さは、点义操たを' 
2 〜 3 回くりかえしでください。 

参点火後約10分間は' 熱膨張のため、熱交換器などから「ピチパチ」といラ音を出しますび、異常ではありません。 

•が気温び低くなると、給排気筒の巧端から連続のに白煙び出ることびあります。 

これは排ガス中に含まれでいる水分び凝結しでか霖気になるためで、異篱燃焼による白煙ではありません。 


室温の調節 


違転叫ま、ルームサーモむンサーにより設定温度に脑じで自動的に火力び祝り変わりまず。 


温度調節キーヒ J 吐 J を巧しで希望の設定湿度にちわせでくださし、。 

• a キーを1回押すと設定温度が1で下がります。 

•田キーを1回押すと設定温度び！で上びります。 

•0 西キーを押しつブけると、設定温度は遠続しで変わります。 

•未たットの場合、設定温度は自動的に22でにじットされます。 

参設定温度は、12でから30でまでの範囲び它、ジトできます。 


eco モード 


設定温度 室内温度 


IBM 

温度/時刻 

曰西 


最ル火ででち室温が上昇する攝合（気温の高いとき、日あたりの良い部屋）は、ェコモードをお道びください。 


I エコモードのセット 
エコキーを巧しでください。 

♦エコランプび点なしまず。 

画エコモードとは… 

参最大义力を約3 0 %おさえで運乾します。 

参設定温度が2 0でに設定されます。ただし、設定温度力ぐ20で 
よりちおい場さは、そのままの設定温度になります。また、エ 
コモードを t ットしたをでち、設定温度は密更でぎます。 

參室温力*設定温度より約2で上昇すると自動的に消义（它ーブ消 
义）し、設定温度まで下か’ると自動的に再点火しで、室温を調 
_節します。たーブ消乂かは、エコランプのみ点なしでいます。 


炎のが態 


♦強燃焼•弱燃焼とち工場出荷時に燃焼が態を韶節しであります。 
参巧の状態は青い巧の中に、いくらかの黄色いお（巧义）び混 
じつでいでち異清ではありません。 



I エコモー ドの解除 
ちラ1度 エコ キーを押しでくだ 
さい。 

•エコランプか’消な 

しで通常運輕にを ( - ) 

とでます。 eco 




運転キーを巧しで < ださい。 

•運輯ランプは消巧しまずか‘、燃晓巧.巧流巧送風磯は、燃焼室び冷却ずるまで運乾を継続します C 
デジタル表示部は温度表示から時刻表おじ切り変わります。 

♦約6分接[こ燃烧室か’帯却され、燃焼巧-巧流巧送風機び自動のに停止します。 

♦外出すると舌は、お、す消火しでください。. . . 

•「 A を意 ) 長期間使巧しない場音は、覃源プラグを巧いでください。 f 

•消义後は本体内部び;ち却するまで送風を継続します。 

参ストーブに強い衝撃をちえで消义したり、電源プラグを巧いで消义することはしないでください。 

•消火擦巧後は、义カリ肖えでいることを確かめでください。 














時計合师 
タイト合な I 



タイマーの使 5 方法 

現在時刻合わせ 


表示初巧キーを巧しで、時計 
をせランプをおなさせます。 

♦現を時刻をじットする前は、 
午後12:00を表示します。 


2. 時計調節キーのを巧しで現を時刻を 
たットしてください。 

♦1 回押すごとに0(時）は1時間、@(分） 

は1分進みます。 

巧しつブけると表示は連続しで進みまず。 

参(一1(時）キーで時刻合わせをしたときは 
午前-午媛をまちびえないよラにミ主意しで 
ください。 


時計銷！ 
タイト合姆 


1 . 表示切換キーを巧しで、夕 

イマー合せランプを点なさ 
甘きす 表 W 

♦タイマ—時刻を忆ットする 
前は、自動的に午前5:00 
に亡ットされでいます。 

2. 時計調節キーの1一|のを巧してタイ7—点义 
時刻をじットして < ださい。 

•1 回押ずごとに0(時）は1時間、1+い分）は 
1分進みまず。 

押しつづけると表示は連続しで進みまず。 

• 1一| ( 時）キーで時刻含わせをしたときは午前- 
午後をまちが'えないよラにを意しでください。 


>5秒間操作びないとき、時剔表お部は自動のにちとの表示にちどりまず。 

>厚電で時刻表示部び [- IT --1 を表をしたら時刻含わせをおこなつでください。 

けイマ>時刻は1度じットすれば、電源プラグを抜いたり、停電などなかぎり記憶されます: 


■ス1ブ停止中か5のタイマーセット 

1. 運転キーを押してください。 く おはょぅタイ 

2. おはよラタイマー年一を巧しでください。 ipi c ' B 巧 

•おはよラタイマーランプが点なしで、じット完 3 1气度 /時'別 

です。 H 1+1 

♦デジタル表示部におはよラタイマーじット時刻び W « 

表示され、おはよラタイマー運輯に入ります。 - 

•約5砂後に現在時刻表示にちどります。 

参合わせた時刻になると、タイマーたット前の運転モードで運転を開始します。 
•唯、寺タイマーのじットを巧仁おこなつでください。 


<おはようタイマーランプ点'な〉 く運骑ランプ消巧〉 

晚足ぶ H S 巧狙 S 


おはようおやすみ 


鹽 


■おはようタイマーの辭除 
運転キーを巧します。 

♦おはよラタイマーランプび消なし、デジタル表示 

部か’現在時刻表示に祝り変わります。 

——— -- . . 

•列■出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマー 
た、ジトは絶巧しないでください。 


_〈おはようタイマーランプ消巧>〈運乾ランプ消な> 

巧ち通度 ち巧巧度 

I II H 11 17^— 

通ち/時刻 夕マ- 運ぉ 

白苗国画閣^ 


おやすみタイマー 


■おやすみタイマー運乾のセット 

おやすみタイマーキーを巧してください。 

♦設定時間のおやずみタイマーランプか‘点なし、設定時間 
経適後自動消义し、同時にデジタル表示部は I 0]：\ fF \ 
となります。 


〈設を時間のおやずみタイマーランプび点 I 打〉 


巧定涅度 呈巧适夏 


だ化迅出 まド、 J 化を 句 

温 g ノ晓 則 __タイマ- 里巧 活 

白苗国因閣 


【1 回押す 


1時間運臨後白動消义 


2回巧す 


2時間運乾を白動消义】 


■おやすみタイマー運乾の解除 

おやすみタイマーキーを巧して、おやすみタイ7— ランプを消巧させで 
ください。 

参この状態で、おはよラタイマー運転されていない攝含は燃焼び継続しま 
ずので、消乂ずると言は運輯キーを巧しでください。 


〈おやずみタイマーランプ消 I 打〉 









おはよラタイマーとおやすみタイマーの同時運転 


1. おやすみタイマーをたットしでください。（廣= 7ページ) 

2. おはよラタイマーをたットしでください。7ぺージ) 

•必すおやずみタイマーのじットを巧におこなつでください。 
おはよラタイマーのたットを先におこないますと、おやすみ， 
タイ7—の它ットをすることはでさません。 


チャイルドロック 


お号穗など[こよるいたすら操作の防止や、誤って運転キーを押しでち点乂しないよラにずる磯能です。 

■チャイルド□ックの解除 
再度チャイルド□ックボタンを3砂な巧に3回 
巧してしでください。 

•運輯中にチャイルド□ックをたットすると、じット中 
は還嚴厚止（消义）操たながは受けがけません。 

. 参厚止中にチャイルド□ツクを t ツトすると、たツト中 
はすべでの操作を受け付けません。 


I チャイルド□ックのセット 
チャイルドロックキーを3砂な巧に3回巧しで 
ください。 

♦チャイルド□ックランプび点な 
するとたツト完3でず。 

♦運輯をまたは停止中でちチヤイ 
ルド□ツクできます。 



/設定時間のおやずみタイマーランプと 
\おはようタイマーランプ、運乾ランプが点な 



回安ま装置 


をを装置が作動しで消火した場含は、ストーブと周囲の点検-処置をおこなつでください。 
処置後のお义操作は点火の項におつでください。 _ 


安全装置 

原因-作動結果 

処置方法 ^ 

巧震有動消火装置 
(1 巧 1 表示） 

•地度(約廣度己上)や強い衝裝を受 
けたと含は巧度自動消义装屋び作動 
しで自動的に消火します。 

•地巧によって作動した摄合、周国の巧 燃 物、 概 器の損偏、 

油漏れ、給が気简の外れなど罵常がないことをお湿しでか 
ら再点火しでください。 

点火巧を装置 
燃焼制御装置 
(励表お .rpTi 表示) 

•点火 S ス-适中ミ肖火をしたときに 
き動消火します。 

•「曰常の点検-手入れ」 （[^9 - 10ぺージ)をしでから点义 
操作をしでくださレ。処屋しでち竊り返しエラー表示力*出 
るとぎは、一呂坦乾キーを「巧止"こしで販巧店に适絡しで 
くだちい。 

停電ち を 装置 

參傳聖や坚源プラグげコン它ントから 
巧けたときは、すべでの谨輯を居止 
します。 

•厚 電巧捕(再遇電)をデジタル表示部にび表あされ、 
ストーブは運處しません。 

再度点火操作をしでください。 

過熱防止装置 

[安きサーモスタット〕 

、 （表示部を消阿） 

♦温風空気取入□や温風の出□がほこ 
りなどでふさカタれたり' ストーブ前 
面に障害物カタあるなどしで本体内部 
び過熱すると自動的に消火します。 

♦温風空気取入□や温風吹出□の掃除をしでから再点火しで 
ください。 （ C ^9. 10ぺージ） 

処置しでち繰り返しエラー表示がおるとぎは、一旦運転 
キーを「厚止」にしで販壳巧に連結しでください。 J 


圓その他の装置 

f 装置の名称 

原因*作動結果 

処置方法 ^ 

排気管抜け検知装置 

•が気管の接続部が列れたり、排気管おけ横班 
巧リード線び削線したとさには、安全装置か’ 
作動し、エラー表示 1 を化し、自動のに 
消义します。 

が気管巧け検知装置び作動しでいる揚さは、 
エラー表示£日 1 がおで点火で言ません。 

•が気管巧け検知装置にたよらす、給排気筒や 
延長营を呂に1度は点橫しで < ださい。 

•原因を調べ、処置後点义操作をしでください。 

扫 E 気 □キャップ 

ねし: ® 

が® 管掛ブ _ 

欄苗 IJ - ド 線.// でぶ \ぉ机奇.窗 

排気營おけ検班巧リード線のゆるみまたは、列れ 
-のれびないか砲認しでください。 

過電流巧止装置 

(1已アンペア） 

♦巧部配線のショートにより過電流か‘流れたと 
ぎ、電流ヒュース’か‘切れ、すべでの運乾を惇 
让します。 

♦お買い巧めの販売店に修理を破頼しでください。 

室温異窜上昇防止装置 

L (臣ご 表术） 

♦部屋の温度び50でが上(こなったとぎに白動 
的に消火します。 

♦窓をあけ、部屋の換気をしでから、点火操たを 
おこなつでください。 

y 























♦[/ L 警告 I 給が気筒(管-ホース)が外れたまま使巧しないでください。 

外れでいると運転中に排ガスが漏れで危険です。 

♦ FA 警告 I 給排気筒トツプの周りが雪でふさがれたまま使巧しないでください。ふさがれでいるときは、除雪 
しでください。閱そくしでいると、運転中に排ガスか’室内に漏れで危険です。 

參給排気筒およびトツプの周團に障害物び置かれでいないか、ときどき点検してください。 


注意 I 力ーテンや燃えやすいちのをあブけないでください。义災が発をするおそれがあります。 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきまずと、油びしみたりしで危険でず。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

參 ま意 I 給油タンクおよび機器などから油漏れびないことを確認の上、ご使巧ください。 

* * * - ------ - ' . - - _ _ __ ' — 

♦ミ由漏れびある履合は、お買いおめの販売店に修理を依頼しでください。 


曰常の点巧-手入れ 

点横-ま入れは、消乂穫ストーブび十分冷えてから、必ず電源プラグをコンじントから旅いでおこなってください。 

•電気部品の分おや巿販品とかな換は絶対にしないでください。 ； 

参燃焼部の分解は滿巧にしないでください。 1 


固定タンクの手入れ 


参とぎどき、オイルつィルターや固定タンク内をお検しでください。 

給ミ由時などに混入したがやごみ力 《 オイルフィルターや固定タンクの底に 
たまるとことか‘あります。 

オイルフィルターの串入れととちに固定タンクのま入れちしでください C 

^'參オイルつィルタ^を取り出し、巧属のスポイトで固定タシク巧じたまつで 
いるごみやかを抜いでください。 

参こぼれた0油はよくふぎ取ってください。 


オイルフィルターの手入れ （ 1シーズン1〜2回） 


>固定タンクからオイルフィルターを取り出し、中のごみやほこりを除ま 
しでから、きれいなロミをで洗浮しでください。 

' ，— —— ■響——..—. W— — --— — — _ _____ 

♦洗淨溶は、ちとどおりじットしでくださし、.。 

•絶巧にかで洗わないでください。 : 


>給ミ由タンクの中に巧ミ由び入っでいるのに、給ミをランプび点織し义び消え 
たときはオイルフイルターにごみやほこりびたまってミをの流れを悪くし 
でいます。ときどきオイルフイルターの掃除をしでください。 



スポイト 


オイル フイルター 


3ムま袋 


夏れいなに巧 


'のぞき窓の透明度が悪くなったとき…お買い求めの販売店に依頼してください n 

♦のぞさ窓をがしでふく場合は、巧のよラにしでください。 

前八°ネルをがし、のぞき窓をとめでいるねじをがしで、しめらせた巧で 
ふき取つでください。 

. .. . ... ' ，ろ， - —-- . . . _ っ_ 尸•〜 

；参ねじ部は常温になつでからがしでください。 

f ♦ちとどおり.、巧…にねじを綿めで固定しでください。.', ■ ; ：：-■". 

:参のぞき窓をがしたときは、'パツキンを新品と交換しでください。 

‘ -— - - 〜 —— ， — — 、，、 _ _ _ — — - • 


; 

ソ 
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" I 交換器の点検 （1 シーズン 1 〜 2 回）お質い求めの販売店に依頼してくださし心^ 


熱交換器の巧部じすすか•異常にたまると、不完全燃焼の原因になります。 

•異常燃焼(においびしたり、給排気筒から黒煙び出るよラなと青)びおこつた攝合には、バーナの点横とあねせ 
で熱交換器の点検をお真いホめの販売店に依頼しでください。 


温風吹出□の掃除（週1回） 


♦本体や温風吹出□のちれは、本体び帯えでから、しめらせにやねらかい 
巧でふき巧っでください。 

•しっこレ汚れは中性洗剖を使用し、十分からぶきしてください。 

♦温風の出□羽根を巧げたり、をおさせないよラに’ま意しでください。 


巧流巧送風機の掃除（週1回な上) 


•巧流巧送風磯は週1回扮上掃隐しでください。 ，. … n 巧一山ムリ圧 T .- レ 

巧流巧送風機のガードにほこりびたまると、音び大きくなっで温風量がかなくなり、暖房出力か低下すると 

同時に、ス I ブ内の温度び異常に高くなっで、過熱防止装置(安全サーモスタット)び作動する蹟含びあり 

■ 

1週間に1回が上は、巧の手順に従ってな流巧送風機を取り列■して掃除をしでください。 

■巧流用送風機のがしかた 化描ピス 赃わ I , 

1. 運括を停止し対流巧ち風おびとまっでいることを巧認しでください。 

2. 背面カバー(上)を固定している化粧ビスを取りがしてください。 -ク^^^ 

3. 巧流苗を風おのリード線プラグを巧いてください。 

ん蝶ねじをがしでから、巧流巧を風おををに巧けなびら上方へ引き出 r 

已.真話を詰％-夕、羽根、ガ-ドにっし、たほこりを取りぉいてく I 

♦姻根を巧げたり、変おさせないよラに注意しでください。 ブラタをな< 


プラグを巧< 


■巧流用谱風機の取り巧けかた 

巧流巧を風機をかしたときと逆の順巧で、をとどおりに取り巧けてく 
ださし、。 

•このとき、が流雨送風機の下側のゴムの部分をプラスチ、ジクの溝に 
はめこんでください。 


地震などの災喜が発生したときの点検 


はめ这む 


地震などのが害む《凳をし、製品に振動や衝撃か•加わったとさは、遲輯前に必ずなの点檢をおこなっでください。 

♦給排気筒周りの巧れ、涵れの巧斑 

点検で異常びみつかった掃合は、お買い求めの販売店に修理をの頼しでください。 


回定期点巧 


長期間ご使巧にな0ますと、お器の点検び必要です。 

♦2 シーズンに1回程度、シーズン終3後などじ、点検を実施しでください。点横のご相談はお買いあげ店または修理 
資格着〔(胁日本石;由燃焼磯器保守協舍 （TEL 03-3499- 2目 28) でおこなう技術管理講碧含修了蓄（召ミ由機器技術 
管理1：)など〕のいる店までお問い合わせください。 


愛情点検 


因画 


長年ご使用の密闆式石油ストープの点検をぜひ！ 


•ミをもれびする。 

こんな症状は ♦強いにおいびする。 

ありませんか ♦運輯をに臭雷な音びする。 

•その他の異常や故障びある。 


ご使用中_ 

故障や事故の防止のため必ず 
販売店にご連絡ください。 
点検-修理じついでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
ホ目談ください。 
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ネ刀めで使巧するとさ、煙やにおいび化る。_ 

初めで使用するときや、シーズンのめの巧使巧時に 
1回で着乂しない。 

すぐに点义しない。 

燃臨開始特や消火儀に「ピチ-ピチ」といラ音かする。 

点乂しでちすぐ湿風か’出ない。_ 

消义しでち溫風力< 出でいる。 

点乂プラヴ-フレーム□ッド-パーナヘッドがホく 
なる。 _ 

炎の中に黄色いおが混じる。 

使巧中にとさど黃「ポコ-ポコ J といラ直わ勺'る。 

給排気茵のな端から運続のに白煙が出る。 


耐熱望料やほこりなどび焼けるためでず。しばらく窓をあけで頓気しでくださし、。 

固定タンクじなミをがみたされるまで4〜5分位待って点乂操作をしでください。 

送ミを経路の空気だまりなどにより、1回で着火しないことびあります。2〜3回点义 
操作をくりかそしでください。 

石ミおガス化ちなのため、ず熱時間び約3分必票です。 

(予熱時間は室温により妄か変化します。） 

あ体内部び熱によ0膨張、视縮ずるためでず。異常ではありません。 

不快なち風を出ちないためで、本体内部力<暖まると扁風か•自動のにのぎおできまず。 

本体肉部力< 冷邸ずるまで送風を継続します。 

炎に熱せられで巧熱するためです。 

異常ではありません。_ 

異常ではあ。ません。 ~~ 

給ミ由タンクから固定タンクのちになミ由が流出するときの音で異萬ではありません。 

が気温び低くなると、排ガス中に含まれでいる化かび凝結しでか蒸気になるためで、 
異常燃焼による白煙ではありません。 




I gyilWMjiMin ■国 ga 国— ■— …:击 
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部品交換のとをの注意 


消耗•务化しやすい部品（交換が必要な部品) 

長期間の使用により消耗•劣化しやずい部品 
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極•フレーム□、ツド 


•バーナヘツドリンク- 


^不完をな修理、 調整は危険でずので、部品の交換、調整か•政要; 
〔(財)曰本石油燃焼機器保守協舍でおこなラ技術管理講習舍修了者 (5 油機 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定くださし、 


部品交換のしかた 


排気管巧け検知基置の作動 


室温異當上昇防止装置の作動 


水平に設置されでレない 


指気ホースびがれでいる 


不良灯油を使巧しでいる 



温固の化□がぶ 1さか’れでいる 


コ-ドの曲線 


爸が氯茵。巧節がおおわれでいる 



扫廊営の接続都にスネでび友る 


书掃 g の配营力巧すきる 


運巧パイプのなナツトが締まつてし、ない 


拾狂タンク 






一责巧 


巧の表じちとブいで、ちう一度おおかめください。 

処置方るにより処置しでち良くならないとぎは、お貫い求めの販売店じご相談ください。 


画故障-異常の見分け方と処置方巧 


なのよラな現まはが障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 



去場合には、お買い求めの販売店忍は、修理資格害 
度技術管理±)など〕のいる販売店にご相談くださし、。 



点义時•消义時 燃焼時そ溫 


奕で踏スる 


においびする 


油細&ある 








































画保管(顯間使用しない場合） 

シーズンオフや長期間使用しないときは、巧の要領で手入れをおこない保管しでください。_ 

1. 電源プラグをコンたントから巧いてください。 

• IA を 意 I 長期間使巧しないときは、電源プラグを抜いでください。 _ 

2. 給;巧タンクを取り出し、給油タンク巧の口油をすべて巧き取ってください。 

参中にかがやごみび磯ったままにしでおきまずと、給;'由タンクび腐貪する原因じなりまず。_ _ 

3. 背面力/ ( 上） • 巧流巧送風機を巧し、羽根と乃ードのほこりを掃除機などで取り除いでくだ 

_ さし、。1〇ぺージ） ___ 

4. オイルフィルターを取り出し、付属のスポイトで固定タンクののな油やがを巧ぎ取りの部をま 
れいにしでください。 

•オイルフィルターは、灯ミ由ですすぎ洗いしでください。(野9ぺ -ジ） _ 

5. 本伸:巧しめらせた巧で巧れを落して から、からぶきしでください。 _ 

6. ストーブは据なけたまま保管してください。 

•温風吹出□や背面の对流巧送風機にほこりなどびたまらないようカバ—をかけでください。 

(別売の本体化粧カバーのご使巧をおすすめします。） 

参どうしても取りがしで保管されるときは、ポリ袋に入れ、乾燥した場前こ横脚しにしないようじ保管しでくださし、。 
参;巧シーズンに据付けをおこなラと苦には、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

♦取扳説明書ち大切に保管しでください。 


国仕様 


型式の呼び 

FF -378 GY (畐あ型式 FF -370 GY ) 

FF -458 GY (星本型す FF -450 GY ) 

種 類 

気化な • 強制給が気お • 強制巧流お 

点乂 ちす 

高圧放里点火な 

使 巧 J 

お 料 

灯巧（」ほ1育なミ由） 

燃料消賣蟹 

最大 

0.418 L/h 

0.499 L/h 

霞'」、 

0.19已 L/h 

0.195 L/h 

発熱量（入方） 

最大 

13,392 kJ/h 

16,020 kJ/h 

最ル 

6.264 kJ/h 

6,264 kJ/h 

熱观率 

最大 

86.6 % 

最ル 

86.6 % 

暖房出力 

最大 

3.72 kW 

4.45 kW 

最ル 

1.74 kW 

1.74 kW 

油タンク容量 

_ _ m _—— - 

標華適室 

温暖地 

木 造16.5が(10置)まで 

コンクリート21.已 rrf (13 置)まで 

木 造20.0が (12 畳)まで 

コンクリート26.日が (16 置)まで 

暮冷地 

木 造 16.5 が (10 置)まで 

コンクリート26.日が(1目薑)まで 

木 造20.0 rrf (12 畳)まで 

コンクリート31.日が (1 目置)まで 

列■お寸 を 

高さ600 mm 幅日〇〇刚： 

暫巧324剛（置台を含む） 

質 量 

19切 

20 kg 

電源電旺および周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消賣電力 50/60 H 2 

点乂時最大650/650 W 燃焼時30/28 W 

点火時最大650/65日 W 燃焼時31/29 W 

待磯時消賣電力 

1.2 W 

給排気筒の型式の呼び 

QU 4-3 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給排気筒の壁賃逼部の孔径 

を7已剛 


2目〇でな下 

電流ヒユーズ 

1己 A 

まま 装置 

巧震目動消火装置.点义まを禁置.燃焼制御装置.停電をを装置.過熱防止装置(まをけーモスタット） 

その他の装置 

排気管おけ検が装置-過電流防止装置 

付属品 

給排気筒じット1 . 取販説お書1 . 工事説日月書 V 本体固定重真 2. スポイ S 1•置台1•背面カノ1 


標華適室は、社団法人.曰本ガス5油機器工業含の算定畐準によ0ます。 
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困アフターサービス 


保証について 


参このコ□ナ密閱な石’;由ストーブにはお詔書がつい 
でいます。「お質いあげ曰-販売店名」などの記 
入をお確かめのうえ、販売店からお受けとりになり、 
大切にな管しでください。 

♦な証期間はお質いあげいただいた曰から1ホ間です。 
•巧のよラな原因によるお障および事巧につぎまし 
では、保証の巧象になりませんので注意しでくだ 
さい。 

♦変費な巧や不補な巧など、また巧油ながの燃料 
使巧による故障や事な。 

• 誤った使用ちまによるお障や事が。 


修理を依頼されるとき 


•本書の「故障.異常の見分けちと処置ちる J (13="11ぺージ）の頂に従 
つで調べでち良くならないとさは、電源プラグを巧いでお買い求めの販 
売店または、お巧くのコロナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

参ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 

•品ち • お買いちげ曰 

♦型すの呼び ♦が厚が巧（でぎるだけ具巧的に） 

• ご住所-ご巧咨-お電話番暑 

参修理に際しでは、保証書をご提示くださし、保証期間中であれば保强書 
の規定に従つで無料修理させでいただぎます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いホめの販売店かおおくの 
コ□ナお客様ご相談窓□にお問いをわせください。 


fi 保証期間び過ぎているとをは 
.•お買い求めの販売店にごホ目談ください。..修理によって使巧でさ 
■ る製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 
■補償届性能部品の保有期間 

参召巧ストープの補修巧性能部品（機能を維持するために必要 
な部品）の保有期間は製造巧ち防)りを7巧です。. 


I 修理に出されるとさは 

-•輸送時や運搬時に給油タンク-固定タンク巧に打 
ミ由び残つたままですと、愼きや振動で灯油びこぼ 
'れること力、’ありまずので、必す巧ぎ取つでください。 


















据付け-移設 


据付け.移設工事は販売店に依頼する 


据巧けや移設工事は販売店または設置業者に依頼しで、お客様ご自身ではおこなねないでください。 




給排気筒を延長ずる攝谷のま意 J 


給が気简を延長する場合は、 3 m 3 巧力*り]^下で巧り巧けられる場所を遷定しでください: 


積雪た*をい地ちでは、積雪時に給排気簡が雪でふさびれないよラな取巧搞巧を還定しでくださ 

また、風がよどむような搞巧では、排ガスを 再度暇し唯んで不完ま燃焼を起こすことびあります。 _ 

据巧 I ブび終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特に注意しでいたださたいこと（まをのために必すお守りくだ 
さい）」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられでいるか確認しでくたさい。 _ 


試運転は、販売店または据巧け業善とごいつしよに胁ずおこなつでください。 

1 .運お準備 （廣 = 4 - 5ぺージ） 

の お巧タンクに口な （ J 旧1君な油）を給'ぶし、ス I ■"—ブにじツトしでください。 

感ス1ブ側面のが平器で、か平に設置されでいることを巧現しでください。 

⑤ス I -ブの垣台の上や送油管の接続部に、油のたま0や油漏れびないかおかめてください。 

廈) ちおプラグをコンたントに塞しこんでください。 

A 窝地で使巧される場台は、空気が希薄なため調整び必要です。 

(詳しくは、工事説明書の 使巧の焉爸） を参照しでください。 ) 

♦ i A 注意 1 電源プラグは、コンじントに根元まで確実に差しこんでください。_ _ 

2•運括 （ t ^ 6ぺージ） 

这巧キーを押して<ださい。 ，+. 

>運転ランプび点滅し、約3分後に着乂し、着义後約1分で巧流雨送風機び回り湿風か出ます。 

参おの状態は青い巧の中じいくらかの黄をいお（ホ义）が混じつでち異常ではありません。 

參辄めでお使いになるときは、耐熱量料などび焼けで煙とにおいか•おることむ f あります。窓をあけで部屋の換気をしでくださ^ 

3 •お义 6ページ） 

運転キーを巧しで < ださい。 

参運琵ランプび消灯し、約6分後に本体内部びぶ却すると' 燃焼巧•巧流用送風機か’厚止します。 



















お客様ご相談窓口一覧表 


修理サービスや製品についでのごホ目談は機種各をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈営品などでお困りの搞合は、下記のおおくの窓□にごす目談く 
ださい。 

含称、巧巧地、電話番号は、変更する場含か•ありますのでご3■承ください。 


北海道地区 


東北地区 


ミ ks ,. 幌，一 を 店ホし幌巧白扫区平和通16了目南 1 -1 9 
化幌^^ービス t ンター 札幌巧白 5 区米里 3 を 2 T 呂 6-25 
择 i 館営業所函醒巿西ち梗の2 1-2 
擅山薑華巧化川巿索祖川南 1 ま 2 了目 2 - 5 
W 広営業巧ち広巧西 18 黄化 1 了目 17-1 
訓抵営業巧訓路巿巧園の 4-1 7 
が見営業所化房巧美ちの 9-1-30 


青 巧る 店 
青巧サービスじンター 
秋田営業所 
が旧サービス它ン ター 
パロ 営票巧 
パ戸サービス t ンター 
な前営業所 
化前サービス t ンター 
酉岡営業所 
盛岡サービスじンタ ー 
化巧含業巧 

化 台ち 店 
化台サービスじンター 
郡山営萬巧 
山巧営黨巧 
氏两営巧所 


青巧巿ち館 1 T 目 12-38 
青巧巿ち811了目 12-38 
が田巧泉中巧4 了目 4-1 8 
が田巿外祖り I 兰モ刈 109-1 
M 口巧売巿4 了目 4-7 
A 戸巿売巿4 了目 4-7 
化前巿田圃 1-2-1 
お前巧田園 1-2-1 
盛岡巧 P う 2-1-42 
盛陌巿門 2-1-42 

奧州巿化;只区が巧エ第団袖4 了呂79 

仙台巧宫瞄お区日ノ出の1 -7-32 
仙台巧客城野区曰ノ出の1 -7-31 
郡山巧虽田 1-51-9 
山お巧ま再田 3-6-28 
酒田币强の 1-183-1 


関東地区 


丽卸聲-養スる夕每委囊訓 
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巧揮営業所宜野湾巧を巧を 73 S 
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•ァフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 

コロナサービスセンター 

艾ヴ_ _ — _ —— _ 携巧電話 .PHS 寄かちは 

おな01 20-919-302 最客のヴービスセンター 

管^修君禮専置?ご S ル）へ直接ぉかけく S 記。 

FAX 01 20-919-32 呂 

化海道.青森県.巧田県.客手県のお客様は最客のサービス 
センターへ直接おかけくだごし、。 
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すな.工場=桑巿秉新保 7-7 〒955-8510 TEL (0256)32_21 1 U 大げ表） 

巧嗎工場柏崎巿宝の 2-58 〒945-0817 TE しの257に 3-51 75(げ表） 

長岡工場長闽巿下を町含ノミ禹1069〒940-1146 TEL (0258)22-2121 ^ザ表） 
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